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1………美術批評の場はどこか

現代における美術館、博物館、文学館などの活動の幅は広い

(1主 l)。 作品収集、修復保存、研究、常設展示から教育普及活動

に至るまで、市民の側から普段見えない活動もまた多 あ々ることだろ

う。それでもなお、(全 ltl巡 回や複数館開催、あるいは館独自などの事業形

態tヽかんに関わらず)毎年開催される企画展覧会はミュージアム活動の

花形であり、一般市民の側から見ても、その館の活動を最も知る機

会となり、学びや憩いの場としても貴重な場となる。ただし、言うまでも

なく「展覧会」は一回限りのイベントであるため、その活動の詳細は

基本消えてしまう運命
`こ

ある。何よりもその記録としての役割を果たす

のが「展覧会カタログ」であろう(言lJ。 筆者は美術史そのものを専門

とする者ではないが、ひよんなことから、この展覧会カタログの「収集」

と「批評」という仕事に20年 近く携わってきた。学術教育の現場と

ミュージアムはいかに「関われる」のか、以下は、その試行と思考の

軌跡を記すものである。

筆者の専門は比較文学・比較文化であり、「パリ神話の形成と

外国人芸術家」に関する研究 (『異都憧憬 日本人のパリJ柏書房1993

年、『(パソ写真〉の世紀J白本社2003年 、他)を経て、この十年来は、明

治大正期の美術批評家・岩村透 [1874-1917]が 、日本の美術行政

およびアーツマオヽジメントの形成期に、いかに大きな役割を果たしたか

についての研究に取り組んでいる。岩村透は東京美術学校 (現在の

東京藝術大学)の初代西洋美術史教授で、エジプト文明以来20世

紀に至る欧米美術の、体系的把握を試みた最初の一人であつたと

今日再評価できる。それと同時に、雑誌『美術新報J『美術週報Jな

どの編輯を通じて、美術情報の蓄積と発信に多大な情熱を傾けた

人物でもあつた輛
"。

岩村は1900年初頭から(病で48歳の若さで倒れ

る)最晩年に至るまで、数十種にものぼる英・米・独・仏・伊の海外雑

誌や新聞から直接、様 な々美術情報(美術家の言卜報、展覧会情Hl、 美

術行政や都市の景観保護、美術界の裏話に至る)を収集し、それを日本の

若い読者に向けてわかりやすい形で発信し続けた。また岩村は雑誌

F美術新報Jの編集長・坂井犀水と共に、近代日本初の『日本美

術年鑑」(19■ -13年 )を刊行し、現代に至る美術年鑑の基礎を確立

したことでも知られる。つまり岩村透は、「事実は思想の母」であるとにヽ

う信念の上で、美術批評の範疇を単に西洋の前衛芸術の紹介と

賞揚に限るのではなく、文化行政や美術経営に対する批評の基盤

となる「美術情報の収集・分析・発信」、現代で言うところの「アート

ドキュメンテーション」の確立にも力を注いだのであったは4)。

ところで岩村透が活躍した明治大正期こそ、日本における美術雑

誌の全盛時代でもあつた。雑誌が美術界の時 刻々 の々状況を伝え

ると共に、作品批評や、展覧会評、美術家同士の親睦や共闘の

場ともなっていたことが、筆者自身も研究の中で実感されるようになっ

た。明治大正期の美術批評家には、実作者であつた人物も多い

(高 村光太郎、本ド杢太郎、石Л=村l亭など)。 振り返って現代、美術雑誌

の廃刊が続く状況の中、「一体美術批評の場はどこにあるのか」とい

う疑間は、筆者がこの十数年抱き続けてきたものである。いまや全国

紙の新聞各社は美術展の事業主体ともなっている関係からか、新

聞紙上の美術批評の日配りが広いとは到底言いがたい。また百年

前の岩村透のような、美術情報の徹底的収集と公開こそが、報道

の仕事であるという信念も見受けら4■ない。一方で、ソーシヤル・オ、ット
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ワークの急速な発達によって、多く1ま 匿名のツイッターやプログt二よる

美術批評や展覧会評は、それこそ奔流のように毎日流通している。も

ちろん首肯すべき意見もそこには多く含まれており、匿名なだけにむし

ろ遠慮無い鋭い意見もあって、現場にも直接届けば影響力も発揮し

よう。しかし美術批評の場は、責任ある報道や学術の世界から、匿

名意見交換の世界にもはや移行してしまったのであろうか。筆者も含

め、学術の人間は、このような時代にどのような役割を果たすことがで

きるのであろうか。

2………展覧会&カ タログ批評の20年 (東大比較文學会の試例

東大比較文學会は、半世紀を超える歴史をもつ学会である(註分。

早稲田大学(坪内逸進)と東京大学(`も田lill)は 、比較文学を日本に

移入、確立した拠点として知られる。比較文学とヽ うヽ学問の進展に伴

tヽ、研究対象は文学のみならず絵l■l、 写真、映像、思想と幅広く扱

tヽ、実証的なテクスト研究を基盤に文学・文化理論を交差させる仕

事が、重んじられてきた。機関誌『比較文學研究」は年2回発行、半

世紀の歴史を経て、2016年 に第100号 を刊行し、現在に至っている。

そもそも私自身が一編集委員として、東大比較文學会の雑誌『比

較文學研究Jの中で「展覧会カタログ評」のコーナーを設けようと考え

た理由も、ある全国紙の書評欄を担当した折、ISBNが付いていない

展覧会カタログは書評対象外だと知ったことがきっかけであつた。ミュー

ジアムの表看板として、その館の設立趣旨、収蔵品や他館との連携、

学芸員の研究の成果などが多く反映される企画展が、今、どのように

開催され、どのような優れたカタログがその記録として生み出さ4■ている

のか、それを丹念に取り上げ、批評することもまた、学術が果たす役割

なのではないか一――そのように考えたのである。幸い編集委員会や学

会員からの賛同も得て、第74号 (1999年 )から第103号 (2017年 )まで、

18年間に約60本の「展覧会カタログ評」(Ji確には展覧会およびカタログ

双方の批評)を掲載することができ、現在も継続中である(ng l、 表)。

ただし、tヽわゆる「美術史」専門でない研究者たちがなぜ展覧会&

カダログ評を書く資格があるのかと話る向きもあろう。しかし、私たちはむ

しろ「学際研究」を専門とする者としてこれを書いているのだとに`う感党

がある。そこには近年のミュージアムでの企画展の性格もまた関係して

いよう。振り返ってみれば1980年頃までの日本の展覧会は、「ピカソ」

展、「加山又造」展、「エコール・ドパリ」展など、大作家のい1顧展や

人気流派の総合展の体を取っているものが多かったと言える。それに

対し近年の企lnl展は、文化交流史、諸芸術間交渉、異文化表象、

ジェンダー論など、それこそ諸学問の壁を軽 と々超えるようなテーマが、

観客動員数と研究成果の向上を狙って設定されているのではないだ

ろうか。私たちが「比較研究」(Comparadve Studぃ)の視野から設定し

てtヽる軸は「文化の越境」と「ジャンルの越境」という二つの軸(あるい

はその交豹である。そのような視点から批評欄に取り上げた展覧会は、

例えば「来日450周年大ザビエル」展、「岡倉天心とボストン美術館」

展、「異文化へのまなざし」展、「2002年ソウルスタイル」展、「瀧ロ

修造の造形的実験」展、「薩摩治郎八と巴里の日本人画家たち」

展など、自分たちの専門に近い企画展が次 と々挙がってくる。美術史

専門で無くとも、少なくともその当該テーマに近い専門(地域、人物、方

法論など)を 、各評者がしつかり持っていればこそ、その企画展の良さを

むしろ十全に語る資格があるのではないか一――そこに自党と自負をもっ

て、ささやかな学術批評の一角を形成してきたのである。

2003年 、筆者は最初の20本を取り纏めた上で、さらに関連するト

ビックを内外執筆者に依頼した上で、共著『展覧会カタログの愉し

みJ(東 京大学出版会)を刊行したはF・ l。 これを記念して同年秋、カタ

ログ批評とは何かを問う大規模なシンポジウム(「 展覧会カタログ批評の

可能性」於東京大学)を開催したのだが、こ4■は筆者にとっても学術的

な刺激を大変に受ける機会となった。まずそこで話題とされたのは、

美術展という絶対的なタイムリミットを伴うイベントに間に合わせるべく

制作されるカタログは、出版物として特殊な性格をもつという観察であ

る。だからこそ一般的な刊行物とは違う批評態度が求められるのでは

ないか、という意見が多数出た。またア沖′ジニーと美術について語っ

た′ジ、リストカちは、「収集一保存一分析一展示」という経路を迪る

ミュージアム活動そのものが、いかに「西欧」「近代」的な営為である

かに意識を向けるべきであるとヽ うヽ主張があり、これはまさしく私たちの

活動の根源への自党を促すものであつた。

3………大学内アーカイブ(駒場博物館資料室)の形成とその軌跡

さて2007年 1月 、国立新美術館が六本本に開館し、アートライブ

ラリーが公開された。これは旧アートカタログ・ライブラリー(国 際文化交

流推進協会、19962004)が所蔵していたカタログ(約 2万 冊)を移管し、

それを中核として、1945年以降国内展覧会の全てのカタログを収

集。公開することを目的とした本格的図書館である。その多くにISBN

が付いていない、つまり書籍として流通していない展覧会カタログを収

集、分類、保存するには様 な々困難があるが(許 7)、 2018年 3月現

在蔵書数は10万 冊を超え(同 館ホームページ公開蔵書統計に拠る)、 研

究者にとつては必須の場所に成長した。また2004年以降、インター

ネント上の「美術図書館横断検索」(Art LbraHcs Consordum:AК )

および東京文化財研究所資料間覧室OPACの双方を検索すること

によって、一般的な図書館では網羅的に収集されていない展覧会

カタログのほとんどについて、美術図書館等での所蔵の有無を瞬時

に検索できるようにもなった。

東京大学大学院総合文化研究科・教養学部駒場博物館 (以

後、駒場博物館と略称)が資料室を立ち上げようとしたのも(註 8)、 偶然

ながらこれとはぼ同時期にあたつている。駒場博物館は60年の歴史

をもつ大学博物館であるが(■ 8D、 2003年 、旧第一高等学校図書

館であった由緒ある建築物 (‐ 時は教務課としても使用)を大 的々に改

修し、そこには新しく資料室のスベースも設けられた。偶然にも同時期

となつた2003年の共著刊行とシンポジウム開催をきっかけとして、博

物館スタッフに協力して計lllを 練り、全く何もない状態から展覧会カタ

ログ資料室の構築が始まったのである(Hgゝ 3)。 当時は国立新美術

館の開館もまだ遠く、(民間の)アートカタログ・ライプラリーの活動も徐々

に縮小していく状況の中、ともかく大rFでの研究教育に必要なカタロ

グを、自分たちの手許に収集していくことが肝要だと考えた。ISBNが

3



表 :『 比較文學研究』所収 展覧会カタログ評目録
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「集メ|で 1占 る)」 代のF11 展 ソウルlit大学博物館 2003年 12'1■ 1-2004年 6′ ]30H

85号

(2Kll15年 3月 )

人嶋 f 「チャイナドリーム」展

■ 11り llヾ1美 JI力 | 2004年 ア「1241 8サ !291

41卜 lマ ジア美術館 2004年 9月 イ|卜 10'J1711

新測り,t立 万代「も美術館 2004年 10り 123H～ 12り J5‖

徳盛 誠 21世 lcの 本い111長 」蜃 川崎市市民ミュージアム 2004年 9月 18日 ～11月 7日

内藤 高
「ガ国博覧会の美術――パリウィーン シカゴ万博に見る

東西の名品」展

東京 日立ll物 館 200`年 7サ 16H～ 8112'II

大阪 に

'1■

■

'館

2004年 10月 511ヽ H月 2811

名古Li l'卜,物館 20051■
']51～

3り !6‖

86';

(2005年 Hナ1) `1藤

宗∫ 「ビノッキオー その誕11から現代まで」展

高松市 美体i館 20041:イ ′1911ヽ ヽ
'19112004年 5J115日 ～6112711

利‖矢|り,t立 近代英術館 200`年 アリ118H-9サ 12311

おかざき‖ttt rども美術1助館 20041■ 0'12‖ 1ヽ1‖ 2811

Jtilょ iL 1111ケ 1()1イ |,力 | 2004年 12'1711｀ 2005年 1り 12311

詢

“

‖lア ー |ギヤラリー 20051ill12,|:― -3)11311

小林将輝 「フルクサスー 芸術から日常へ収 うらわ■術館 2004`1l11月 24‖ ヽ2005年 2サ 12011

87号

(2006115月 )

'た

卜́■i‖ t 「アラビアンチイト人博覧会」展 |ヽ1111(方 矢′1専 1吻力| 20041:9'1911ヽ 12'1711

西川 ‖:也 | ) *>. = z t'-&-+r, 7tt>', > I -a r' av r t e>

北海道 立近代 た1,館 2005年4月 1711-5'12911

1本 r・ 1起 トリi 2oO、 11ア リ12011-3111

I11梨 1,い 1美■,館 2005118り ]6H-9flア H

人九ミュージアムKOBE 2005119']14日 2ヽ6:1

ガ|「 りt:ウ :美術力1 2006年 4118H～ 5'J21H



87:l

(21X16年 5'1)
前It,占 :1朱 「アジアのキュビスムー 境界なき対話」展

1 1 1 11‐ 1111 2005'118り i,llヽ 10り 1211

徹書,I人葡厠:

(韓 llllll立 現代美術館文館)

211115年 HttH日 ～211116年 1月 30日

シンガポー′1美術館 2006112り j18日 -4り 19日

88号

(2u16年 10月 )

nt同めぐみ
-Altcrnative 

Pamdise 6t tO'RlrilJ ld 金‖(21世 紀■ll館 20051111サ 1511～ 20061:3′ lう H

11手場島了 「東京″ヾ ルリン′ベルリンー東京」展
2006111'i28日 ヽ

'1711ベルリン新国 ir美術館 2006`116り 18日
ヽ10月 3日

89号

(21D07年 5月 )

今ff i利 人 「詩人の日大岡信ヨレタション」展

i囃 ‖美術ギ ラヽリー 2006年 4']15Hヽ うり12811

静岡コン′くンションアーツセンター 2006年 8'13日 ヽ2611

常I岡 り,1立 J_■ 1館 20061111113日 ヽ 12月 1011

り1利 ‖立共術館 2007年 2月 10iIヽ 3'12511

丁[ち

'It'「

i 「マングラ展一 チベントオヽパールの仏たち」展

:|`  111 2CX13年 3月 13n～ 6月 17日

名古

“

:li博 物館 2CX14年 4月 10!|～ 7′ ]4「 1

埼 Eり
`t立

近代■術館 2006年 7'181]～ 9月 2411

90号

(2Cll17年 10月 )

安藤智 f 「イメージの迷官に薇む 柄澤斎」展
rlJ本 り

`ttり
[祢 i館 21X16年 7「1161]ヽ 9月 3!1

神奈川九t立近代美術館 2006年 10り 12811～ 12り 12411

trli藤  温 「近代文人のいとなみ」展 o文 ‖|〕 吉1■ 美fII館 20061111ナ 13日 1ヽ2'!23‖

伊藤 |11紀 森陽外と美術」展

2006年 7月 14H― -8月 28日

11ヽ 1県 立近 代■■,館 2006年 9月 10日 ～10月 22[1

2006年 H月 7日 ～12月 17H

91号

(2008年 6月 )

前島志保 ‐アジアのキュビスム」ソウル展
徳詳宮美術館
(韓国国立現代美術館文館)

2005年 11月 11日 ～200611り ]3011

深 見 麻 「大正シック」展

2007`li`′ J4日 アヽリJlll

lL崎 F総 合文化センター 211117年7月 28H～ 8月 26日

静‖1り`l'え lll館 2C10ア 年9'18n-10'114H

ld道 市 立美体i館 2007年 10'120日 ヽ12月 16[1

92号

(2008年 H月 )

佐藤 光
~ri山

二郎の眼」展

MIHO MUSEUM 2006年 9′ llHヽ 12サ 11711

211117年 ll1268～ 3月 4日

新llj liえ ■,館 2007年4月 6H～ 5月 13:1

200ア 年6'19日 8ヽ月 19日

李 建 よ 「文化 1/・J,せ 憶――柳宗悦が発見した1引 鮮と|1本 1展 韓 1叫 ソウル市 一民 (イ′レミン)美 術館 2007年 Hり 110H～ 2り J25〔 l

93号

(2009年 6′ 」)

林久美 r 「パリヘーー洋 lal家 たち百年の夢 」展

2tll17年 4月 19Hヽ 6月 10H

新潟り:l ll)[代 美作i館 21X17年 6月 2311～ 8月 5Fl

MOA美術館 2007年 8月 17:1-9月 3011

94号
(2010年 1月 )

|IIル  健 「卜二の旅― 感性と経験のイギリス美術」展

‖j41り ,IⅢ ■■1館 20()8'114月 2711ヽ 6月 2211

古,同 り,lル :Jt‖、力I 2008119'l121卜 10'12611

|1山 哄t立 近代美椰i館 2008f:111'12日 ヽ12月 23日

‖till谷 ■■,館 21X19年 1月 10H～ 3月 1:1

西 lllll J 「沖縄・プリズムーー1872-2008」 展 東京III Ⅲ

'1代
美術館 2008年 10月 31日 ～12'12111

95号

(2010年 8月 )

大鳴 仁 「未来をひら〈福1撃論吉」展

1 1 ,||  ′
=|

2009年 1り 110H～ 3り 1811

2009年 5,12H～ 6月 1411

2()0,年 8月

`H～
9り J611

l∵ I Fl知 |「 「躍動する魂のさらめき―一 日本の表現 主義」展

21X19年 4月 26日 ～6月 15日

兵‖iり ,t立 J_術館 2009年 6月 2311～ 8'11611

名ド占 i市 美術館 211119年8月 25日 ～10月 12日

2009年 10'12011～ H月 2911

松 ,'市 立博物館 2∞9年 12月 8日 ～2010年 1月 24H

96:ナ

(ЮH年611)

i■ □寅彦 「フランスの1'世絵師 アンリ・リヴィエール」展

イi111県 立美術∬: 2009年 7月 24日 ～8月 23日

神奈川りtt立 近代美術力I 200,'年 9り 15H～ 10月 1211

山llサ It立萩■術力l 2009年 10,12011～ 12116〔 1

定村来人 「:L■の粋 り1治の技 柴1lI足 rtの :な×絵 1展

‐サ||せ念〕t`b館 2009年 12'15日 2ヽ010年 2月 7H

2010`1:4月 311｀ 6り 16日

|ヽ 山りt水 ‖1〕 ti角 館 2010年 6′ 12511‐ 8'12211

97号

(2012年 10月 )

堀 i「 秀史 「第二回恵比寿映画祭 デイW―ム ビリーバーH」 東京都写メ1■■,館 20H年 2月 188-27日

水野大朗 「異色の芸術家 兄弟― 橋本平八と北国克衛」展
|「 り!Ⅲl,1lll力 I 2010118ナ 17!1-:0サ 11■ l

I 谷 ):11illll 2010年 10'12311～ 12月 12日

98+i
(20ri+-roH)

任 ダハム

申 咬正

:文谷ユートピア 1900-1945」 tt 2011年 12月 6は ～2012年 1月 2911

「もうひとつの川村,ド;雄展」 |11111X■ 術∬i 2012年 10'i2011ヽ 12月 16H

2012年 10'18H-12り ]2H

99号

(2014年 8月 )

i=松 :十 難 「7-卜 とキ楽― 新たな共感党をもとめて」展 東京都現代美術館 2012年 10'127U～ 2013年 2'13日

金 志映 世川谷 文 ′館 2011年 10月88～ 12月 41」

100号

(2015年 6月 )

松枝 {主余 「国立トレチャコフ美術館所蔵 レービン展 J

Bunkamura 1' ' i r- ij7 r. 2012年8J14日 ～10ナ 18日

浜松 綺■体

'館

2012年 10月 16口 ～12月 24ロ

‖[路 市立美術jAr 2013年2月 1611～ 3月 1311

料!勇 |ヽ‖ 嚇t illiイ t(lt館 2()13114′ 〕6日 ～5り 12611

ガ|卜 弘tt 「夏‖漱石の美術世界 1展
東京晏術大学大学 ■術館 2013年 5「114ロ ー7月 7[1

広 I力 県 t【術j館 2013年 3月 26日～5月 6‖

102号

(2017年 2月 )

岡野 宏 「オットー タンツリ」展

東京洲∫喧同 美椰j館 2015年 10'11011-12「 127日

ディ′イエ ザムルングー 国際デザイン

美術館 (ミュンヘン)

2013年 3'J91]～ 4月 7日

MUDAC現 代デザインい用芸rJ美

術館 (ロ ーザンス)

2014年 ア月2日 -10'15日

103号

(η 17年 10月 )

降

遺

村

舘

「全点 挙公 |‖ 源氏物語絵 巻1襲 徳川美術館 2015年 11月 14日 ～12月 6日

「赤瀬川原平の芸術言論展―-1960年 代から現在まで」

千葉市美術館 2014年 10月 28日～12月23H

2015年 1月 7日 ～2月 22日

広島 |,■1代 美術館 2015年 3月 21日 ～5月 31日



付かず書店経由で購入できない国内美術館、博物館等のカタログ

を、アルバイト等を使って一点一点買い求めていくという作業となる。

大学ゆえに予算も極めて限られる中、駒場キャンパスで学んでいる院

生、学部生にとりわけ必要と思われる「学際的企画展」に的を絞り、

学術的に価値の高いカタログを選別した上で、購入していくという計

画を立てたのである。それから早や15年 、2018年 4月 現在、収蔵数

は17,000冊 (他に雑誌紀安類 781種 )を 超えた。もちろん数自体から見

れば、国立新美術館所蔵数の五分の一にも満たないが、「選択と

集中」という原1」 を立ててきた御蔭で、専門のアートドキュメンタリスト

から「純度の高い図書室」というお墨付きを頂けるまでに成長すること

ができた。現在では、学内の学生、院生、教職員のみならず、学外

(「 駒場友の会」の人会わ にも開かれた場所として信頼されている。大

学組織としては極めて珍ttヽ専門資料室と言うことができるだろう。

この資料室をスタートさせた当初、国内美術館等に、(予算の関係

から)カタログの寄贈を呼びかけた際、ある地方美術館の学芸員の

方からそれを承諾する嬉しに`御返事と共に、「できれば大学図書館

が公開しているOPACにきちんと登録して頂け41ば、こちらも、自分た

ちの活動成果が広く知られるきっかけとなるので嬉ttヽ 」とtヽ う、大変

貴重な御意見とアドバイスを頂くことができた。駒場博物館は早速、

駒場図書館と連携を取って図書登録のシステ′、を構築し、2007年

6月 に正式に、教養学部長のテープか′卜をもって開室する(こ至った。

学部の正式な組織となることができたのも、博物館スタッフと図書館ス

タッフが共に、展覧会カタログを大学内の一箇所にアーカイブするこ

との意義を深く理解し、教員たちの研究成果や理念を支援して頂い

た結果であったと思う。そして2009年 からは専門司書 (嘱託)(こよる整

理、保存体制も整えて、今に至っているのである。博物館スタッフの

強い意向により、資料室は「保存」より「使用」を重視し、洒常の美

術図書室では不可能であるカタログの「貸出」も、論文を書く院生

学部生のために、一定条件のもとで積極的に行っている。

筆者もこの数年、駒場博物館 t二 ある演習室と資料室の双方を同

時に使用して、学部生や大学院生のために、展覧会カタログを使用し

な力ち「比較芸術」「比較文化論」の理論を学ぶ、とヽ っヽた趣旨の授

業を展開している。資料室に籠もりきりになる時間、学生 院生たちの

集中ぶりには驚くものがあり、様 な々「収穫品」を抱えて来ては、「推しロ

グ」(=推奨するカタログを指す彼らの造詢 自慢をしあっている。そうに`う光景

を見るときはど、ここまでの苦労が実ィ)た一一と、感慨深い時間はない。

大学博物館と大学院生委員会の連繁

さて先に駒場博物館資料室のカタログ収集の原則は、「選択と

集中」であると書いたが、その「選択」のためには、「何を選択すべき

かとヽ うヽ情報の精錬」が当然必要となる。かつて淡交社が毎年刊行

していた『日本の美術館と企画展ガイド」(1997-2004年 )という大変優

れた、便利なムックが存在したのだが、不幸にも私たちのアーカイブ

が開設される頃には廃刊されてしまった。一方2018年現在ではイン

ターネット上の検索エンジン、例えば国立新美術館の「アートコモン

ズ」(今 lEl展 覧会情報検索)や、民間の「アートスケープ」(サイト内の展覧

会スケジュー′
'検索)な どが非常に便利な存在になつてきた。そうしたツー

ルが生まれる前、筆者が東大比較文學会の編輯委員として展覧

6

会調査のために立ち上げたのが、「展覧会・カタログ院生委員会」

(2004年 10月―現在)である。数名～十名ほどの大学院生(文学、芸術、

思想、歴史系)がボランティアの一年間任期で担当する。企画展の情

報が全国のミュージアムで公開される4月 頃に、独自の共有エクセル

表を用いて、全国約150箇所を分担して調査する。HP上に情報が

無いものは、直接電話等で問い合わせ、差し障りのない範囲で教示

を願い、全体表に反映させる。GW明け(1は完成し、そのエクセル

表の中から一年間の購入計画を立て、博物館のティーチングアシス

タントが購入を進めていく…・。このルーティンをこの十数年で造り上げ

てきた。学外のインターネット上の検索エンジンが充実してきた今でも、
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自分たちの専門に近いミュージアムを予め選り抜いたエクセ′レ表で、

しかも、さまざまにソートがかけられる状態で使用できるこのシステムは、

極めて使い勝手が良い。院生たちはこ1■まで1こ も数度にわたり、システ

ム
`l委

しtヽ メンバーがエクセルを改良して今に至っている。毎年院生

たちにとっても新学期は多忙だが、それでもこれに携わった元メンパー

は、全国のミュージアムの情報に直接接して得た新鮮な体験を後に

語ってくれている。

さらに院生委員会には、このエクセル表の中から、雑誌「比較文

學研究Jの展覧会カタログ評欄で取り上げるべき展覧会および評者

を、毎年1-2本決めるというミッションを托した。評者の資格は博士

課程以上の院生および出身者である。院生同士だからこそ共有する

情報もあり、これt二よって(教員が知らない)院生や030G一人一人の

幅広い興味が引き出され、例えば思想系の院生が、音楽やジュエ

リーの展覧会評を担当するなど、思わぬ成果が挙がっている。

院生委員にとってこの委員会はボランティアながら、一方で雑誌

『比較文學研究」の編集の一端に参画し、一方で駒場博物館資

料室のアーカイブ形成に関わるという「学術活動」に携わる良い経験

となる。普段はゼミで分断されている院生同士の交流の場になるだ

けでなく、博物館スタッフとの実務的なやりとりや学外組織との接触な

ど、とかく孤独(こなりがらな大学院生の社会生活を担保するという教

育的配慮もある。委員会メンバーはカタログ特別貸出、副本の無償

提供(年 lLpl「カタログ感謝祭」の開催)、 展覧会lFl待 券の融通など、様々

な恩恵も用意され、その仕事が負担にならないよう教員側は最大限

の注意を払ってヽ るヽ。委員は原則年1回交代のため、十数年間で参

加者はすでに百名を超え、大学院修了後は、大学教員以外にも美

術館学芸員、財団職員、図書館司書、新聞社事業部社員など、カ

タログと直接関わる専門職に就いた者も多い。当初は予想もしなかっ

たのだが、実際に展覧会カタログの制作や流通の側に立った人たち

が、何人もあらオ
'1た

のである。こうした歴史を辿れば、私たち教員の

方が逆に、院生委員会の存在意義を後から噛みしめることとなった。

ところで院生委員会では毎年、なるべくテーマを一つ設定した上

で、小さなプロジェクトを実施することにしている。中でも2007年度実

施の「文学館情報収集プロジェクト」は、比較文学比較文化研究

室に属する院生の半数以上が文学専攻であるという特色を活かし

た、意義あるものとなった。通常、先述の「アートコモンズ」や「アート

スケープ」の検索エンジンには、例えば世田谷文学館や日本近代

文学館などはまだしも、文学館情報は網羅されていない。ところが今

や、神奈川県立近代文学館や国文学研究資料館は言うに及ば

ず、森鴎外記念館、いわき市立草野心平記念文学館、宮澤賢治

記念館、野田宇太郎文学資料館など、優れた企画展と(多くは廉

価な)バンフレットを制作している文学館は数多い。しかし一方では、

2007年 の調査によれば、通常展示のみで運営されている文学館が

多いのも実態で、それが必ずしも良い結果を生んでいない例も見受け

られる。文学館の企画展の意義とそのカタログが持つ意味について

は、美術展とは別途に、今後学術的考察が必要だろう(注 9)。 そして

その基礎資料となるカタログを、ミュージアム情報の中に同居させると

いう発想こそが、私たち学際研究に携わっている者が拘るべき点であ

ると、改めて認識するのである。

5………展覧会カタログ表彰 (Cat」To)の開始一―親睦・感興。公共性

さて先述した院生委員会は、2013年 10月 に10周年を迎え、そtt

を記念して「展覧会カタログをめぐるこの10年一一研究、教育、展

覧の現場から」とtヽ うラウンドテープルを催した(註 lい 。パネツストの一

人、元駒場博物館資料室TAであり、現在国立西洋美術館・主

任研究員の陳岡めぐみ氏が、その発:=の 中で実に興味深い活動

について触れた。それが、CatalPaと いう活動である。CatalPaは、

Cata10gucs d'cxPosition dc Parisの 愛称であり、2012年度からフ

ランスのパリにて有志団体が行っている「パソ(および近駒 のミュージ



アムにおける企画展覧会カタログに対する表彰」活動である。特定

の団体ではなく、知識人や芸術家の有志たちが、自由な視座から

選択表彰しているところに特徴がある。初期は表彰式もビストロなどで

行われていたが、何年か前からはパリ第二区庁合で、優雅な音楽

会付きの小宴として催されているようである。その模様 lまbutubcでも

公開されている。例えば2016年 度は、61に 及ぶノミネート展覧会カタ

ログの中から、「カタルバ賞」が、「アポリオ、一ル:詩 人の眼差し」展 (ガ

リマール、オルセー美術館)に 、そして「特別賞」が、「現代芸術のイコン」

展 (ガリマール、ルイヴィトン社)と「ビートジェネレーション」展 (ポンピドー

美術館)に 贈られた。

私たちはこの粋な表彰活動に倣って、東京でもこれを試みるこ

とはできないかと考え、2016年 に一年の準備期間を設けた上で、

2017年 に第1回 を開催することができた。CatalTOの 日本語名称は、

「展覧会図録品評勝手連TOKYO」 である。着想の源泉である

CatJPaと同じく展覧会カタログを品評し、愉しむことを目的としている

が、パリ版とは異なり、エスタプリッシュさ4■た知識人有志ではなく、

東大比較文學会の大学院生を中心に他大学院生や、若手OB

OGと教員たちで構成さ4■ている自由な組織である。「勝手連」とい

う名称には、常に謙虚でありたいとtう 私たちの願いも込められてい

る。いわゆる専Fl家 集団とにヽうより、1年 間に出版された展覧会カタ

ログを内容、装lra、 学術的価値等のさまざまな観点から自由に品評

し合い、とくに優れたものに敬意を表し、ささやかな賞を「勝手に」贈

る一一 という活動なのである。ちなみに、第1回CatalTo201 6に は、

100冊 あまりのノミネートから、以下が選ばれた。当日配布された

受賞理由をそのまま引用する一一

ヽ

●CatalTo総合賞 (学術性やデザイン性、独創性、娯楽性など総合的に

見て良質です)

「色の博物誌 江戸の色彩を視る・読むJ(目黒区美術館)

●CatalTo学術賞 (論文や解説、書誌等が充実し、特に高い学術的価

値を賞します)

「シャセリオー展 19世紀フランス・ロマン主義の異才J(国立西洋美術館)

「花森安治の仕事 デザインする手、編集者の眼J(世田谷美術館)

●CatalToFp昴り賞 (出品作品の図版や画像の再現性や色彩の美しさを

賞します)

「並河靖之七宝 明治七宝の誘惑 透明な黒の感性J(東京都庭園

美術館他)

●CatalTo薄 くても良いで賞 (4ヽ規模ながら、解説・情報等の量や質の

水準が高いです)

「近代日本のイタリア発見 岩倉使節団の記録からJ(久米美術館他)

●CatalTo一 般にオススメで賞 (高い独創性や娯楽性も備え、ぜひ多くの

読者に手に取つてt'ただきたいすす)

r南極建築 1957‐ 2016J(LⅨ l日|ャラリー1)

●CatalTo国際交流賞 (外国の美術館や博物館との緊密な協力を賞

します)

「漢字三千年 漢字の歴史と美J(東京富士美術館他)

●CatalToポ スター賞 (優れたキ1色があり、デザイン性が高いと賞される

ポスターです)

「女たちの絹絵 ベトナム絹絵画家グエン・ファン・チャン 3rd絵画保

存修復ブロジェクト展J(上野の森美術館ギャラリー)

ご覧の通り、パリ版と違って東京のCatalToでは、大賞の他に毎

年可変的に、様 な々受賞理由の「賞」を設けようとヽ うヽことになった。

賞の名前も、若い人たちが自由に考案したものになっている。受賞カ

タログには特製の「腰帯」を巻いて、受賞理由をそれぞれ手書きし、

その後駒場博物館資料室でもその形で保存される。さらには、展覧

会カタログ周辺に位置するポスターの存在に目を向けたことも、新しい

試みと自負している。

かくして2017年 7月 に、受賞美術館の展覧会lll当学芸員の方々

などの関係者が出席の上、文字通り手作りの表彰式がおこなわれ

たのであった。同時に、駒場博物館資料室の10周 年記念式典も

教養学部長臨席の上で行われ、私たちもはや10年の時の流 4■を実

感することとなった(Rgs 4)。

さらには2018年4月 、駒場博物館の常設展示として「美術展を本

の世界で」(2018年4月 2日 -27日 )が行わ11、 「比較文學研究」での展

評対象のカダログおよびCatalTo受 賞カタログ等が全て展示さ4■た。

同展では展示カタログがすべて手にとって読むことができるとtヽう図書

室的環境を創出し、この初めての試みが好評であったため、今後も

毎春の恒例展示t二 なる予定である(註 11、 Rび 9。

CatalToの 実行を院生たちに促したときに私が驚いたことは、彼ら

が思いの外積極的にこのプロジェクトに案を出し、院生委員会の活

動が「実質」として学外に公表されることを喜んだことである。CatalTo

のロゴや腰帯デザインが創案さ1■、当日は「勝手連TOKYO」 ならで

は、大賞カタログのテーマ「江戸の色彩」にあやかって、パーテイーに

「江戸小物」のドレスコードが提案されるなど、愉 Ltヽ一日となった。

そしてそれ以上に私たちがさらに驚いたのは、ご招待した美術館や

― ― ―
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ngs 5:「 美術展を本の世界で」展のホスターと展示風景

文学館関係者の方々が悉く、この表彰を心から喜んで下さったこと

であった。まさしく「勝手ながら」表彰させて頂いたこちらとしては、恐

縮するばかりであったが、逆にこうした表彰活動がいかに公共性をも

ち、ある意味責任の生ずる行為であるかを再確認する場ともなった

のである。このプロジェクトは今後、できるだけ長〈続けていきたいと

願っている。

6…………〈大学)と〈ミュージアム〉―一批評の公共性のありか

以上、筆者が偶然の出来事の連なりから、思ってもみないほど長

期間関わってきた活動について振り返ってきた。「美術批評の場はど

こか」とtヽ う自分自身の問いが、それ(二よって一挙に解決されたわけで

はもちろんない。しかしもし、大学という場にミュージアムと関わりな力
'ら

出来ることがあるとすれば、それは一つには情報の客観的かつ総合

的な収集と保存、分析であり、もう一つにはそれに基づいた自由で正

当な批評活動であろう一一という最初の予感はやはり正しかったの

ではないかという思いを深くしている。もちろ/L大学とtヽう枠内だからこそ

の限界や問題点も多 あ々る。lalえばァーヵィブ活動に関しては、何と

言っても資金が限られてtヽるため、網羅的な収集にはならないという点

が大きtヽ だろう。駒場博物館資料字のキャパシティーも自ずと限界が

あり、未来永劫のコレクションはなかなか難しにヽかも知 1■ない。また展

覧会カタログ批評に関しても、雑誌媒体に掲載する以上は圧倒的に

取り上げる対象の数が少なく、それをCatalToで補う形になるであろう。

また院生委員会は毎年メンバーが交代するため、人的継続性に常

に問題が生じているのも確かなのである。

こうしためらゆる問題を解決してなお、これらの活動を続ける意味が

あるとすれば、それは結局、カタログアーカイブとカタログ批評は、教員

や院生の研究生活と直結する部分がある、とtヽう点が肝要なのかもし

れない。つまりこうして形成されたアーカイブと、書かれた批評文は、今

度はそれ自体が批評される
'す

象となっていくからである。ミュージアム活

動の表看板(こ なりうる企画展の構想と成果が、こうして大学人や若い

研究者たちの思考を刺激し、それが研究の一端となり、そしてその成

果が逆に社会で評価、批評されていくという循環こそ、学問とミュージ

アムが社会の中で相互作用を生み出していく理想形なのではないか

一一十数年にわたる試行錯誤の中で、私は今そのように考えてヽ るヽ。

以後本文中「ミュージアム」と書く場合には、断りのない限り筆者の意図とし

て、美術館、博物館や文学館などまで合めて指すこととする。

展覧会カタログtこ は常設展カタログも含まれるが、本論では基本、企l●l展カタ

ログを念頭に置いてtヽる。

拙論「雑誌r美術新報」改革とイ:村 透・坂井|:水―一大逆・ll件 とポストrp

象派の時代に」(「超域文化科学紀要J第 19号、2014年 H月 )

拙論「明治大正期日本のアートドキュメンテーションーニ美術批評家・岩村

透による国内外美術情報の構築とその思想(11)/(下 )」 (『超域文化科学

紀要J第 22号、2017年 10月/同第23号 、2018年 10月 )

東大比較文學会は、1954年 flll立。東京大学大学院総合文化研究科比

較文学比較文化研究室の大学院生、出身者、教員を中心に構成される学

術団体。機関誌『1し較文學研究J(年 rl回発行)。

今橋映子編著『展覧会カタログの愉しみJ(東京大学出版会、2003年 )

llll書、PP 231-232の 参考文献を参照されたい。

駒場博物館は、美術博物館(1951年 設置、代表的1丈蔵品 :デュシヤン「大

ガラス」東京ヴァージョン)と 、自然科学博物館(1953年 設置)の 双方を総称

する名称である。

文学力

“

1ついての総合的研究については、図書館情報学の同lrf裕 行氏が

代表を務める「文学館研究会」(httP/ハ itera7muscum.net)の 研究成果と

活動が参考になる(た だし同野氏もまだ、文学館におtす る展覧会(とカタログ)

についての集中的考察はされていないようである).

loこのラウンドテープルの模様は、記録冊 rにまとめられ、駒場博物館HPに

て PDF力 '公 け同さ1■て いる (httpノ /muscum c u― tOkyo.ac,P/pubHcation

html).

H この展覧会については、駒l.1博 物館のHPを参照されたい(httpノ/1nuscum

cu‐tokr acjP′ ぬ lbilon html― Cat」ogucs2018)。
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[寄稿者紹介 ]

小池―子にヽヽすかずこ):1936年 、東京都生まれ。早稲田大学文学部卒業。

クリエイティブ・ディレクター。十和田市現代美術館館長、武蔵野美術大学

名誉教授、京都服飾文化研究財団評議員。主な編書作に「素手時然J(原

研哉共編、2015年、良品計画)、
「インセイさんはどこから来たの? 三宅一生の

人と仕事J●017年、HoHe)な ど。主な企画した展覧会は「日本のライフスタイ

ツ崎0年一一生活とファッションの出会いから展」(1998‐ 9年、字都宮美術館ほか)、

「少女都市」(2000年 、第7回ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展日本働など。

桝田綸広 (ま すだともひろ):1982年 、東京都生まれ。早稲田大学大学院文

学研究科博士課程単位所得退学。専門は戦後美術史。2010年より東京

国立近代美術館研究員。これまで携わった主な展覧会に、「あなたの肖像―

工藤哲巳回顧展」(2014年 )「高松次郎ミステリーズ」(2014年 )「No Musoum,

No Lre一 これからの美術館事典」(2015年 )(tヽずれも共同キュレーション)。

福住廉(ふくすみれん):1975年、東京都生まれ。美術辞論家。九州大学大

学院比較社会文化学府博士後期課程単位取得退学。著書に「今日の限

界芸術」(BankART 1929、 2008年 )、 共書に『日本美術全集第19巻 拡張す

る戦後美術」(小学館、2015年 )、「どうぶつのことばJ(羽鳥書店、2016年 )などc

展覧会の企画に『今日の限界芸術百選J(まつだい「農舞台J、 2015年 )など。

現在、東京藝術大学大学院、女子美術大学、多摩美術大学、横浜市立

大学非常動講師。

今橋映子にヽまはじえtヽこ):1961年 、東京都生まれ。東京大学大学院総合

文化研究科博士課程修了。博士(学 術)。 東京大学大学院教授。専門

は比較文学・比較文化。主な著作に「異都憧憬 日本人のパリJ(粕書房、

1993年、サントリー学芸賞ほか)、「′り・貧因と街路の詩学-1930年外国人

芸術家たち:(都市出版、1998年 )、 「くパリ写 真〉の世紀 J(自 水社、2003年、日

本写真協会学芸賞ほか)、 「展 覧会カタログの愉しみJ(東 京大学出版会、2003

年 編書 )、 rフォト・リテラシーJ(中 公新書、2∞ 7年 )など。

アレクサンドル・サムソン御exandre samson:パ リ市立衣装美術館いレ・

カリエラ)現代クリエーション部門を担当する服飾史家。ルーヴル学院卒業。

服飾史家オリヴィエ・サイヤール氏の2010‐ 15年にかけてのノウォーマンス

や展覧会に数多く携わったのち、「FashiOn M枚 ,Mode dld cr6ateurs

d'a‖ leurs」 展(Palas de h Porte Doree、 2015年 )では共同でキュレーターを

務める。主な展覧会に「Margiela/Ga‖ lera 1989-2∞9J展 など。

パオラ・アントネッリ(PaOは AntondO:ニ ューヨーク近代美術館(MoMA)の 建

築・デザイン部門シエア・キュレーター兼研究開発(R&0)部 門ディレクター。

文筆家や編集者としても活動。イタリア生まれ。ミラフエ科大学建築学部

でラウレア(挙位)取得。2014年 にはロイヤル・カレッジ・オブ・アートより名

誉博士号授与。建築・デザイン分野の雑誌rDomuslの編集者、カリフォ

ルニア大学ロサンゼルス校講師などを経て現職。主な展覧会に「Mutant

Matenals in Contemporary Design」 展(1995年 )、 「Workspheres」 展

(2001年 )な ど。

田中雅子(たなかまさこ):1983年、熊本県生まれ。慶應義塾大学総合政策

学部卒業後、渡仏。insltut d'Etudes Sup61eures des Ans(IESA)

March6 de ran学 科を修了。2014年より東京都庭園美術館学芸員。企

画した主な展覧会に「クリスチャン・ボルタンスキーアニミタスーさざめく亡霊た

ち」12016)、 「装飾は流転する」(2017)他。また同館で2015年にスタートした

パフォーミングアーツのプロジェクト「πM:IGN:T10N BOX」 の企画も行う。

谷口依子(たにぐちよりこ):東京都生まれ。戸栗美術館学芸員、女子美術大

学美術館学芸員を経て、2014年より姫路市立美術館学芸員。東北大学

大学院文学研究科歴史科学専攻美学・西洋美術史博士前期課程修了。

専門は近現代美術史。携わった展覧会は「海を渡った伊万里焼一鎖国時

代の貿易陶磁一」(2011年 )、「版の時間」(2012年 )、
「没後20年ルーシー・リー

ー 調和の器・永遠の強れ」(2015年 )、「バロンクの巨匠たち」(2017年 )など。

編集後8己 :ミ ュージアムとは何か。今号では、このミュージアムという場を

成立させている主要な人びとに現状や課題について論していただく、とい

う構成をとっています。それぞれのアクターの内実や環境が変化し、さら

に、このような場そのものが変容ないし瓦解しているなかで、私たちはい

かなる取り組みが可能なのでしょうか。いよいよ来年には、KCIが 5年

に1度 実施している特別展が開催いたします。また今回の特別展は新体

制となって、初めての展覧会です。ミュージアムの歴史と現状を冷静に

分析しながら、内なる情熱に支えられた、新たな試みに挑戦してみること。

それは何か閉塞感の漂う現在に必要なことなのかもしれません。(M・ 0)

表紙 :「Futuro Beauty:30 Years o,Japanese
FashiOn」 展(ロンドン:バービカン7-卜・ギャラリー 2010年 )

を会場デザインした藤本壮介氏によう初期段階の農賞会

イメージ O SOu Fulimoto ArChmcts

裏表紙 :「∞ LORSファッションと色彩J展 京都回立近

代美術館 2004年 O The Kyoto Cosbm● instltte、

photo by Na● ソa Hatak● yama
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